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セ ンターか らのお知 らせ

計算結果の保 管期限について

受付けたジョブ の計算結果等 を次のような方法で保管、処理致 します。

返却棚における返却期間は出力 日より10日 間 とし、1e日 間経過後は期限切れジョブ 保管棚へ移管

し、2ケ 月保管致 します。その後 は処分致 しますのでご了承 ください。

T$Sの 運 用について

〈1>時間帯の変更(5月9Bよ り実施)

8:3012:00処 理 内容

月 　
火T$S運 用 ローカルバ ッチ、}」モー トバッチ、ただ しデマン ドは同時

水 に1ジ ョブ　
木TSS運 用ii　
金TSS運 用i;

土12,3。 補 諦15、3。 …l」モー トバッチ、 デマン ド(デ マ ン ドの同時ジョ ブ数に

〈一部実験)制 限はしない〉

(2)負担 金の徴収(6月9日 より)

①リ モー トバ ッチは負担 金 を徴収 します。

リモー トバ ッチ負担金ロー 一カルバッチ負担金一ト1,6666円 × 〔(端末出力行数)×0.04〕

② デマン ドは当分の問負担金は徴収 しませ ん。

処理プログラム のレベル アツブについて

6月1Nよ りALGOL、BACCUS、LINEDが レベルアップされ ました。これにより従来障害であ

ったものの うち、以下の点が修正および未修正ですのでお知 らせ します。

なお、未修正のものは急いで修正するようメー カに要望 中ですのでしば らくお待 ちください。

ALGoL

V-3,L-9か らV--3,L-10に レベルア ップされました。

〈障害修正内容>

1.プ ログラム結合の修正

〔 〕
2.OUTLISTでMTに 書 き出 し、同じ書式でINLISTで 読 む とAL230W▼DATA▼

複 数本のプログラムを1本 にして実行するとAL12◎YZERONOWARIZAN.

OTOSURUが 発 生 し、演算結果がおか しくなる場合、お よび2回 臼の外部手

続 きの呼び出しでr要 注意命令実行」 となる場合があったのを修正。



GA(SYOSIKI)TOAWANAI.(HYOOZYUNSYOSIKI)TOSURU.が 出

る(但 し、論理機番11を 使用の ときのみ)の を修正 。

3.繰 り返 し文forV:=AstepBuntilCdo～ でAとCが 同じ添字付変数の場

合の処理がおか しか ったのを修正。

4.添 字付変数の最適化処理で番地計算がおか しくなる場合があったの を修正。

5.専 用フイルム上に作成 したALGOLソ ー スプログラムの翻訳ができなかったのを修 正。

<未修正障害内容>

1.複 素 数型の値 をパ ラメータとす るARCTANの 値 がおか しくなる。

2.FORTMATnで 反復子が0の 場合、結果がおかしくなる。

3.`一.6D▼+ZZ'の 書 式で出力した場合、指数部がおかしくなる。

4.514文 字 の記号列 をOUTPUTOで 出 力した場合、508文 字 しか出力 されない。

5.添 字式 をif(if～)≠Xthen～ とした場合 、ALO53Y(SANZYUTUSIKI)DE

(KATA)AYAMARI.ALO61Y(RONRISIKI)DENAI.が 出 る。

6.磁 気 テープファイル上に作成 したALGOLソ ー スプログラムの翻訳が正 しく行 なわ

れない場合がある。

7.手 続 きの実パラメータとして行先式 を用いるとALO90Y,ALO42Y,ALO4

5Y,ALO53Yが 出 る場合がある。

8.INOUT指 定 お よびFD文 で正 しく指定 しているのにAL225Zが 出 る。

9.翻 訳 時にエ ラーが検出されているのに完了コー ドが000と な る場合がある。

10論 理機番300を 使用する とAL232Zが 出 る。

BACUUS

V-2,L-1か らV-2,L-3に レベルアップされ ました。

<障害修正内容>

1.CALL文 のパ ラメータに値を入れていない配列名を指定 した場合、正常な答が得 ら

れなかったのを修正。

2.サ ブルーチン名を2行 にわたって入力した場合、正常 に処理されなかったのを修正。

3.配 列名指定に よるARRAY全 体 の出力が正常 に行 なわれなか ったのを修正。

(負の値 を持つ ものを出力した以後、正常に実行 しなかった)

4.ACT文 実行中に文 の修正 を行ない、再 び実行 を開始する とABORさ れていたのを修正。

LINED

V-2,L-1か らV-2,L-2に レベルアップされ ました。

〈障害修正内容>

1.は じめのINPUT指 令 で入れた行が10行 以下だ と、DELETEが きかない場合があ

ったのを修正。



Cジ:ブ 、oジ ョブの計算依頼について

C、Dジ ョブを計算依頼 される場合、計算依頼 カー ドにシステム リソース使用予想量 を記入 して

ください(CPU時 間 、入出力枚数など〉。

現状 では計算機によるジョブのスケジュー リング(例 えばLPが 混 んでいる場合にCPU時 間 が

長いジョブを実行させる というような効率のよいスケジューリ ング)が 完全 にはできません。

したがって利用者の情報をもとにして、オペレータが判断 して計算機 を効率 よ く使用 し、C、Dジ

ョブの ターンアラウン ドタイム を少 しで も短 くしようというのが、この主旨ですのでご協力ください。

記入例.


